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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

電 子 放 出 素 子 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 端 部 は 、 第 １ の 部 分 と 、
　 第 １ の 部 分 が の 間 に 前 記 第 １ の 部 分 に お け
る 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 膜 厚 よ り も

、
　 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の 端 部 で あ っ て 、 前 記 第 １ の 部 分 に 対 向 す る 部 分

の 膜 厚 が 、 前 記 第 ２ の 部 分 お よ び 第 ３ の 部 分
の 膜 厚 よ り も 小 さ い 、 こ と を 特 徴 と す る 電 子 放 出 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 部 分 に 対 向 す る 部 分 に お け る 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の 膜 厚 が 、 第 １ の 部 分

膜 厚 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 放 出 素
子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の 端 部 は 、 前 記 第 １ の 部 分 と 対 向 す る 部 分 を 間 に 置 く 第 ４ の 部 分 と 第
５ の 部 分 と を 更 に 備 え て お り 、
　 前 記 第 １ の 部 分 に 対 向 す る 部 分 と 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 端 部 と の 距 離 が 、 前 記 第 ４ 部 分 お
よ び 前 記 第 ５ 部 分 と 前 記 第 ２ 導 電 膜 の 端 部 と の 距 離 よ り も 小 さ い 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 放 出 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 部 分 に 対 向 す る 部 分 と 前 記 第 １ の 部 分 と の 距 離 を ｄ と し た 時 に 、
　 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 部 分 に お け る 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 膜 厚 と 、 前 記 第 １ の 部 分

の 膜 厚 と の 差 が ２ ｄ 以 上 ２ ０ ０ ｄ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 放 出 素 子 。

基 板 上 に 設 け ら れ た 第 １ 導 電 性 膜 と 第 ２ 導 電 性 膜 と を 備 え 、 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の 端 部 と
前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 端 部 と が 間 隙 を 挟 ん で 対 向 し た

第 ２ の 部 分 と 第 ３ の 部 分 と を 備 え て お り
前 記 前 記 第 ２ の 部 分 と 第 ３ の 部 分 と 位 置 し 、

前 記 第 ２ の 部 分 と 第 ３ の 部 分 の 各 々 に お け る 前 記 第 ２ 導
電 性 膜 の 膜 厚 が 大 き く

に お け る 前 記 第 １ 導
電 性 膜 前 記 の 各 々 に お け る 前 記 第 ２ 導 電 性 膜

前 記 に
お け る 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の

に お け
る 前 記 第 ２ 導 電 性 膜
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【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 部 分 に 対 向 す る 部 分 と 前 記 第 １ の 部 分 と の 距 離 を ｄ と し た 時 に 、
　 前 記 第 ２ の 部 分 と 第 ３ の 部 分 と の 間 隔 が 、 ２ ｄ 以 上 ５ ０ ｄ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 放 出 素 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 部 分 に 対 向 す る 部 分 と 前 記 第 １ の 部 分 と の 距 離 を ｄ と し た 時 に 、
　 前 記 第 １ の 部 分 と 前 記 第 １ の 部 分 に 対 向
す る 部 分 と が 対 向 す る 方 向 が 、

２ ０ ０ ｄ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 放
出 素 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 部 分 と 前 記 第 １ の 部 分 に 対 向 す る 部 分 と の が 、 １ ｎ ｍ 以 上 １ ０ ｎ ｍ 以 下
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 放 出 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 第 １ 導 電 性 膜 と 第 ２ 導 電 性 膜 と を 備 え 、 前 記 第 １ 導 電
性 膜 の 電 子 放 出 部 に 対 向 す る 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 部 分 の 膜 厚 が 、 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の 前 記
電 子 放 出 部 に お け る 膜 厚 以 下 で あ る 電 子 放 出 素 子 に お い て 、
　 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の 電 位 よ り も 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 電 位 が 高 く な る 様 に 、 前 記 第 １ 導 電
性 膜 と 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 と の 間 に 駆 動 電 圧 Ｖ ｆ ［ Ｖ ］ を 印 加 す る こ と に よ り 、 前 記 電 子 放
出 部 か ら 電 子 を 放 出 さ せ た 際 に 、
　 前 記 電 子 放 出 部 と 前 記 電 子 放 出 部 に 対 向 す る 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 部 分 と を 通 る 断 面 内 の
前 記 電 子 放 出 部 近 傍 に お い て 、 ０ ． ５ Ｖ ｆ ［ Ｖ ］ の 等 電 位 線 が 、 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 側 よ り
も 前 記 第 １ 導 電 性 膜 側 に 傾 い て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 電 子 放 出 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 導 電 性 膜 お よ び 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 が 、 カ ー ボ ン 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 放 出 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ 導 電 性 膜 と 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 と の 間 に お い て 、 前 記 基 体 表 面 は 凹 部 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ９ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 放 出 素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 複 数 の 電 子 放 出 素 子 を 備 え る 電 子 源 で あ っ て 、 前 記 複 数 の 電 子 放 出 素 子 の 各 々 が 請 求 項
１ 乃 至 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 放 出 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 源 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 電 子 源 と 発 光 体 と を 有 す る 画 像 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 子 源 が 請 求 項 １ １ に 記 載 の 電
子 源 で あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 受 信 し た 放 送 信 号 に 含 ま れ る 映 像 情 報 、 文 字 情 報 お よ び 音 声 情 報 の 少 な く と も １ つ を 出
力 す る 受 信 器 と 、 該 受 信 器 に 接 続 さ れ た 画 像 表 示 装 置 と を 少 な く と も 備 え る 情 報 表 示 再 生
装 置 で あ っ て 、 前 記 画 像 表 示 装 置 が 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 情 報 表 示 再 生 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 基 体 表 面 上 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 第 １ 導 電 性 膜 と 第 ２ 導 電 性 膜 と を 備 え る 電 子 放 出
素 子 と 、 前 記 基 体 表 面 か ら 距 離 Ｈ ［ ｍ ］ 離 れ て 配 置 さ れ た ア ノ ー ド 電 極 と を 具 備 し て お り
、 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の 電 位 よ り も 前 記 ア ノ ー ド 電 極 の 電 位 が 高 く な る よ う に 前 記 ア ノ ー ド
電 極 と 前 記 第 １ 導 電 性 膜 と の 間 に 電 圧 Ｖ ａ ［ Ｖ ］ を 印 加 す る と 共 に 、 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の
電 位 よ り も 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 電 位 が 高 く な る よ う に 、 前 記 第 １ 導 電 性 膜 と 第 ２ 導 電 性 膜
と の 間 に 駆 動 電 圧 Ｖ ｆ ［ Ｖ ］ を 印 加 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ 導 電 性 膜 か ら 電 子 を 放 出 さ
せ る 電 子 放 出 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 駆 動 電 圧 Ｖ ｆ ［ Ｖ ］ を 印 加 し た 際 の 、 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の 電 子 放 出 部 か ら 最 短 距 離
ｄ に 位 置 す る 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 第 １ の 部 分 の 膜 厚 が 、 前 記 第 １ 導 電 性 膜 の 前 記 電 子 放 出
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前 記 第 ２ の 部 分 及 び 第 ３ の 部 分 の 各 々 を 通 り 、
と 平 行 な 直 線 上 に 位 置 す る 、 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 長 さ い ず

れ も １ 項
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基 板 上 に
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部 の 膜 厚 以 下 で あ り 、
　 前 記 最 短 距 離 ｄ が （ Ｖ ｆ × Ｈ ） ／ （ π × Ｖ ａ ） よ り も 小 さ く 、
　 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 が 、 前 記 第 １ の 部 分 を 間 に 置 く 、 第 ２ の 部 分 と 第 ３ の 部 分 と を 備
え て お り 、
　 前 記 第 ２ の 部 分 お よ び 第 ３ の 部 分 に お け る 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 の 膜 厚 が 、 い ず れ も 、 前 記
第 １ の 部 分 の 膜 厚 よ り も 厚 い 、 こ と を 特 徴 と す る 電 子 放 出 装 置
。
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